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B －48   れ綿繊組のワイプり レ化が墨馮れ（ ち染性- 洗浄性におよぼ寸影常 につぃ

で
吸市大生治外学　　O 町田　ｔ　 循いj　基

目的

によろ食

着用ヒ ー連の洗 たく操 作 との反復 や 汚 れヽを 兪養 源 とした扉 生物 の繁 殖 おぷび々 戦

薯 など で損傷劣ｲとした繊 維の汚 染性 なら びに洗浄性 を解明 する こと 左目的 と し又

－　　　　　　●J　　　　　　　-&･.|　　｜ま寸 れ綿繊維<7) ワイプ'川レ化が／-1（ ゼラ斗ン／カ- ボン粒子混海 系)）ﾖ5 れ叫5  染性、洗

浄性に恥よぼ寸影零につい ぺ掃討し已。

方法　末綿^ 乞用い　フィブリい しの埃友の冥な 、良4-抱 の試布 左作製 した(    0･い/ 水

酸化 すトりう ム米露昶 ／機核作用 ）。 まtz.　ゼラ今ン ／カーボン故与混合系汚れのモデ?レ

として布阪の松煙^ 、油煙^ 、鉱 惣Mlによる木綿万岑布刻乍製 した（ たん自質量 ｙ～JO 噂

/特 ）。なお^ 汚徽布のたん台雪汚れは 心 肺・､･e 干海e丿･（'^･O μ鴇　 今フロン製 ）左用

いtl - ボン粒 子左除哉し1  から既報にしたわい1  飼-  Fo/）n 去 によリ比色勉量した 。
紬晨　 ゼラ斗ン量ならびにカーボン粒子の粒径分布の累なるｊ種の松煙墨｡、油煙-l およ

び鉱油^ の木綿繊継に対する汚染性についてみると　繊継長也のワイプりレ化 が増すヒ、

いず収も付着^ が増大し、特に鉱油l 汚れでにド5 染されや１ く､なる傾向 心悛 めヽられる. ま

た奈留水ズ 希釈した低濃度の墨汚染差 包用いるヒ、木綿繊継のワイプ･川ﾚ 化に伴う汚れの

付着割き が増 瓦する傾向 が認あられる が　この現象はカ-  tr:ン粒子<^ 分散性 が叱 下ヽし1 欠

粒 子ヒなり. 分裂し たフィブ リ レにからみ多く取 りと まれうごめヒミ われる、一元 気留

求 、モデ1レ洗剤による洗浄性につい-lみる 也、米綿繊絵のフィブ リレ化 伝増オと　い ずれ

も高い洗浄効率 包示すが. 繊継 への汚れ残留量には欠きなを 寥はない、したがってフィ丿

いレにｽ）゙う んだ巧れは繊維長面にft着し 批汚れに比し地裁しやすい也芳えられる。

B－49 逢t, < 通報（ お ，t  ̂ t t  ?"4i k 再喝'I: i戈つい？
大阪 か尺幻≪科学　o  ＼司sﾀklr　 籐＃寓芙3-　 告,･l　t　 奥山毒彦

g 的　 支 すv   <   退 席､-v   ff     、、■? 、 ま 浄・ヽ らt  1  ぎr.  聘5  環 、;先和|濃 度 が 免･叙n 低 下1  5  六 の

に　1  t  ぎ-A  K 拘 行 ざ れ7  さt'v 弱 気 の 謳 散 な 定 杜､ 順-  く な り 、 浴 中 の 今It: 再 ゾ 付^  "t 3  の

t' ･1 な い が ヒ 考 え ら れ ろ.    ^  i z" 、 本 研 牝T-" it- 
■ t

 t  ぎ 椎t  再 巧 筆 硯 象li ・ 関 連 を 解 明t

う 瓦 め の 番 護 的 研%  ヒ^  ＼ 、 形 態 的 りS  び 口c  学 的 填 遣 特 裸丿 裴 な いﾄ 趨 、 繊 雌､。 布 を)fl

い1  、 固 体 粒 ｝乃 気 を 分 散 々･tt た 低 感 度 の 洸 劃 洛 吸ぶ お け い^  摯 振 りt  較 検 討 し な 。

方うi、 ぞ ダ･ﾚ 固 体 粒5--;ろ れii  L  1,  定 量 可 能 な フt･') ・ヽ ク 才 キV  i  ート(  飲 バ

塩 、 以 下Ik-Ox k  暗 記)  を.   f?<6  §4i 絹 と しz  L  A S  を そ れ を゙ れ 用 い。　木 綿,     ￥ 紀　 が り

エ ス リ レ,   フ フ い レ の4-  種 。 試 験 布 で 巧 肇 柱 を 比 戦 し↑＼. す な 心 ち.   魂 漉 。 買'f  i  -A  S

永 洛 痍･-^ T* - Ox I 加 え 、 振 蘆 機 い0 疹f ヽIt  て す 冷I-  分 散 ぎ-tr な.    こ め ぷ 兪 疫 よoo ヽi I- /に

/0 cわ<a^ 夕杖 い

。 まn 、 ゑ り 丁適 量 を 知3 tc め 、 布 よa,    Ft －Ox    ■&クa    ヒ･求I レム ぺ溶 解^  tt .    そ'  ̂柚 出 疲 の

吸 光X  を嘩 浚 レ　 凡 ぺ）xタ ロ 石 本 、しA  溶 庚 め;;*膚^ 吸 七 度 。 蘭 係 を 求 め た被-i 鵡いS:')  ■

単 猿 面 雑 当^-  'I め 付kt を 奪 £、し に

紬 果　L-  A ^  i 含 ま な い 水 い い 分散 賎 に お ヽヽ い*  ,  名 布vl  い

ふ綿K  お ヽヽ ■Jit, 巧4v  粒>  *N" さ+) め･?  不 均 一 に 凝 集t  川ﾒﾐ 笏ヽ z"ｲf^t １ 。 し^   了 濃M  i< i

<  り:1, It っ れ1  ヽ 名 々V  も 付;|  -i が 滅 ヅ 亨"i  が 、 特I' 平 亀K  jご･ヽ ｡ヽいr  .   H. <n，傾 私 心ヽヽ 羞 し
。

。 ぷ') エ スf  Iし お ぶ＼y^~ 7  7    V   Iし な ど の 疎 水^  合 減 繊 維I*  、類 似 ・ 傾 伺 い? 、し. J し 紋 的 勁 －

り 状 豚z' 巧 壕^  i＼1  ヽヽ ＼.




